　2021.10藤咲整形外科医院だより
　朝晩には、冷えると感じるようになったこの頃です。布団の2枚重ねも、時にはあり得るこの頃です。毎年同じような季節の移り変わりに見えて、ことしは金木犀の花の時期が短かったように感じます。変わらないのが落ち葉のことで、いよいよ落ち葉掃きも佳境に入ります。竹ぼうき扱い、風あしらいの腕の見せ所ですが、手にまめができるのもこの時期です。
　落ち葉は小石などをよけたら、風を直接受けない植え込みの下などにそっと積んでおきます。土ばかりでなく地面を住処にする者たちには、季節を凌ぐ布団となるでしょう。近年、二酸化炭素ガス排出のことが話題になります。この話は学校などで以前から教わることです。曰く、枯れて落ちた木の葉や枝は燃やしてよろしい、枝を切って燃やしてはならない、などです。枯葉は役割を終えたものですが、生の枝葉は植物としてこれからさらに炭素を蓄え、酸素を出す可能性を秘めているから、という理由のようです。
　確かに燃やすのなら落ち葉、枯れ枝です。燃やすことが是非の必要であれば別ですが、土に戻したらどうでしょう。微生物や小さな生き物の養分になるのなら、たい肥にするのも炭素の行き所になるでしょう。二酸化炭素は酸素と炭素の化合物です。堆肥になり一部は院の草畑の作物になり、さらに植物の呼吸から大気に流れ、世界に満ち、炭素は大いなる生命循環の一端を担います。
　運動も同じ、ただしているだけの運動はなく、新陳代謝を高め、心地よい疲労は安らかな睡眠をもたらします。生活することは個人の行為にとどまらず、世界を耕すことです。ただしそう考えても、竹ぼうきが軽くなるかと言うと、そこはそれ、相応に重いものです。
皆様お体大切に。
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